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今月の特集は網膜萎縮である。さまざまな背景があ
るが，なかでもエイジングは大きなリスクファクター
と考えられる。自分は角膜が専門で網膜萎縮について
はまだまだ勉強不足であるが，近年，近視の病態を理
解するうえで非常に興味をもっている。本号では，強
度近視に伴う網膜萎縮についてこの分野の権威である
東京医科歯科大学の大野京子先生が書かれている。近
視による網膜萎縮は脈絡膜が薄くなることによって起
きてくると思っていたが，今回Bruch 膜や網膜色素上
皮細胞も関与することなど，複雑であることがわかり
大変勉強になった。
強度近視で網膜萎縮の可能性が高いことは 2017 年
の Tideman らの大規模疫学研究によっても示され，
75 歳以上では 39％で視覚障害を起こすとされる。こ
の研究では加齢とともに視力障害が急激に増える。こ
の間に眼軸長の伸展があるかどうかの記載はないが，
眼軸長の継続的な伸展がなくても視覚障害を起こす可
能性が高いとすれば，まさにエイジング効果だ。眼軸
長の増大が最も大きなリスクファクターだとしても，

加齢が進まない限りすぐに視力障害が起きるわけでは
ないことを考えると，アンチエイジング的アプローチ
によって近視の視力障害を予防できないかという発想
が出てくる。アンチエイジングは現在急速に進歩して
いる医学領域であり，さまざまな介入方法が提唱され
ている。長寿遺伝子を活性化するレスベラトロール，
炎症を抑えるオメガ 3脂肪酸，腸内細菌改善などなど。
しかしながら近視に伴う網膜萎縮の動物モデルがない
のが問題だ。現在使われている近視動物モデルは片眼
を形態覚遮断するかマイナスレンズを入れて近視を作
るものだ。主にヒヨコとマウスが使われるが発達期の
学童近視モデルであり，網膜変性まで起こさない。最
近になって Lrp2 ノックアウトマウスという極端な近
視モデルが提唱されたが，あまりに強い近視のために
網膜萎縮研究に使えるかどうか不明だ。近い将来，近
視に伴う網膜萎縮モデルが開発されれば，この領域の
研究は急速に進むだろう。
� （坪田一男・記）
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